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◆スクールバス運行経路及び停留所について◆ 

 教育委員会が作成した計画案を基にバスで試運行を行い、運行ルート、停留所の安全性・利便性を

検証しました。さらに、各停留所の利用者数や自宅から停留所までの距離を把握するための意向調査

を実施し、これらを基に計画案の見直しを行い、６運行ルート 20 停留所を次のとおり決定しました。 

 

※利用状況によっては、使用しない停留所もあります。 

スクールバス運行経路図 
山野コース 
①荒平バス停 ⇔ ②尾ノ上公民館 ⇔ ③JA 山野支所前 ⇔ 大口中央中学校 

平出水コース 
④平出水上公民館 ⇔ ⑤平出水ｺﾐｭﾆﾃｨ ⇔ ⑥山野鉄道記念公園 ⇔ 大口中央中学校 

羽月北コース 
⑦山ノ神公民館 ⇔ ⑧白木公民館 ⇔ ⑨羽月ｺﾐｭﾆﾃｨ ⇔ 大口中央中学校 

羽月西コース 
⑩羽月西ｺﾐｭﾆﾃｨ ⇔ ⑪宮人公民館 ⇔ ⑫北薩病院入口 ⇔ ⑬羽月駅跡公園 ⇔ 大口中央中学校 

曽木コース 
⑭曽木の滝入口 ⇔ ⑮影島橋付近 ⇔ ⑯西太良駅跡公園 ⇔ 大口中央中学校 

針持コース 
⑰釘野々三文字 ⇔ ⑱下田医院前 ⇔ ⑲西太良ｺﾐｭﾆﾃｨ前三叉路 ⇔ ⑳大口南中 ⇔ 大口中央中学校 


